
１．はじめに

　南米中部アンデスのチチカカ湖では，変化し続ける

自然環境に適合させた集住形式が数多く存在してお

り，その一つとして，湖上で生活を営むウル族が挙げ

られる．本稿では，チチカカ湖の湖上集落を対象とし，

住居の形態・建材を把握することを目的とする．[1][2]

２．調査地概要

　調査概要を Table1 に，調査対象地域図を Figure1 に

示す．湖上の昼夜の気温差が大きく，高湿度な気候条

件により，浮草であるトトラが豊富にみられる．チチ

カカ湖には，トトラの根を大量に束ねて，浮力を利用

した浮島が数多く存在し，浮島には住居が建築されて

いる．その建材もまたトトラを使用しており，人々の

生活と自然環境が密接に関係していることが分かる．

　調査方法は，Google Earth を用いて湖上で確認でき

る集落数と分布，及び集落内の住戸数を把握した．次

に，地図上に埋込みされている写真 , 文献から浮島内

の住居の形態・建材を可能な限り抽出した．尚，ここ

で言う集落は，Google Earth 上で確認できた住戸の集

まりと定義する．

３．調査結果及び考察

　調査の結果，チチカカ湖流域において 111 ヶ所の浮

島を確認した．本稿では，99 ヶ所の浮島が密集した

ウロス島を調査対象した．

３．１．ウロス島の浮島・住居の経年変化

　2002 年～ 2015 年の浮島数・分布の経年変化を

Figure2に，浮島数・住居数の経年変化をTable2に示す．　　
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Table1.Investigation summary[3]
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　2002 年の浮島数・住居数は，23 ヶ所 273 戸である

のに対し，2005 年には浮島数、居住数が共に約 2倍に

増加している．また，分布をみると，2002 年では東側

に集中しているが 2015 年には対称地域の全体に分散

していることがわかる．これはウロス島が観光地化さ

れ，島の人々の主な収入が観光業になったため，増加

傾向にあると考えられる．[1] また，男女が結婚すると

浮島が元の家族の島から分離し移動合体することで，

分布に変化が生じることが文献より明らかとなった．

３．２．ウロス島の湖上生活の変遷　

　ウロス島の住居形態の変遷を Figure3 に示す．ウロ

ス島の住居形態は家舟型・テント型・家型・水上型の

4 段階の変遷により現在に至る．第 1 段階の家舟型で

は，スペインの侵略から逃れるため，舟を連結させ湖

上で生活し始めた事が浮島の始まりといわれている．

また，家舟型とテント型や家型の複合パターンも存在

する．第３段階の家型は現在，ウロス島でみられる最

も定型的な形態で，浮体の住居は軸組み以外はすべて

トトラで造られており , 断熱効果がないため湖上での

生活に適していないことが文献調査より明らかとなっ

た．また，現在でも家型が多い要因としては，湖上生

活者は税金の徴収がないためであるが，現在では，寒

さを回避するため，多くの人が湖底に丸太を基礎とし，

トタン屋根の家を造って，湖面から距離が離れている

高床形式の水上型に移住している傾向を捉えた．[1]

４．おわりに

　本稿では，チチカカ湖・ウロス島を対象に，浮島数

や住居の形態及び建材を把握した．その結果，2002 年

6 月～ 2015 年 9 月の約 13 年間で，ウロス島内の浮島

数及び住居数は約４倍に増加していた．増加傾向の要

因としては，ウロス島全体の観光地化が挙げられ，浮

島が商いの場としての利用されてきていることが考え

られる．
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Figure2.Distribution change of floating island
Table2.The number of  floating island and residence

Figure3.Changes in Uros Islands of residence form
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